
正面

社金力畳荷量；趨鶴

の見麗しと年間指導計画の作成自
ト
コ
比

一一塁

これまでの取り

平成19年度より 11年間の子どもの発達を視座におき，幼稚園の遊びゃ生活の中に，意図的，計画的に

道徳性の芽生えが培える場面をとらえ指導を行ったり q 小＠中学校の道徳の時間を活性化する具体的な

手立てについて考察したりしていった。平成19年度は句「豊かな『社会生活Jを創造する」子ども

をラ「追求して学ぶ姿」9 「思いやりのある姿」9 「集団の一員としての姿Jの3点から整理していっ

I 道徳｜領域ではヲ「思いやりのある姿」というカテゴリーを，道徳教育の実践からどのように追究して

いけばよいのか，とし寸視点から道徳の授業を構築していこうと考えたc 平成20年 3月には新学習指導

要領が公示された。この改訂された新学習指導要領を踏まえて？全体計画を見直す必要が出てき

そこで昨年度はヲ道徳領域で育てたい社会力そ教育研究ブロックごとに「思いやりの心」の育成を中

心とした重点目標とし9 全体計画のあり方を検討しヲ 11年間のつながりを意識した道徳指導のあり方を

検討した。まずは各学校園にある道徳教育の全体計画を，「思いやりの心Jの育成に視点をあてて整理

した（図 1）。また，「思いやりの心」の育成を中心とした11年間の道徳教育の£り方を表にまとめた。

このように教育研究ブロックごとに「思いやりの心」の育成を中心に重点目標を見直した結果，それぞ

れの教育研究ブロックで重点にすべき点が見えてき

。昨年度整理したn年聞の取り組み

的］等部前期〕

家族以外の集団である幼稚園での生活，小学校での生活を初めて体験するこの段階の子どもたちにとっ

て，基本的な生活習慣を身につけることは9 とでも大切なことである。この時期に身につけた基本的な

生活習慣は生涯にわたってあらゆる行為の基盤となり，物事に対する意欲やかかわりを支える上で欠く

ことのできないものとなる。

な生活習慣を身につけることはp 思いやりの心を育てるためにすべての教育研究ブロックでの

土台であると考える。自分のことが自分でできるという土台があってこそ，他者への思いやりの心も

まれると考えるからである。その中でも特にこの初等部前期という段階においてジ「健康や安全に

っけヲ規則正しい生活習慣を身につりること」に重点をおくことによって9 次の段階で。白

見直し，よりよくしようとする主体性のある自己形成へとつながる。また，この時期に9 身近な人とか

かわる中で9 助けを借りながら健康や安全に気をつけていくことで，安心感も生まれ9 安定した集団生

活を送ることができるであろう。安心感の中で少しずつ身近なノ人ゐと仲良く助け合い句約束やきまり

ることができるようにすることで思いやりの｛，，／J：：穿生えヲ育っていくと考える。

この段階の子どもたちはF 集団生活にも慣れ。 人との

り深く理解できるようになるため，温かい心ととも

重要になる。相手の状況や因っていることヲ

乙相手の立場に立って考えることができるよう

おいては，気の合う友だち同士で仲間をつくって自
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さらに，相手の立場を思いやる心が相互に育てば，他者の思いやりに触れる機会もしばしばあるであろ

う。そして，次の段階の心の高まりにつながるであろう。

【中等部】

心身ともに発達が著しく，思春期に入ったこの段階の子どもたちは，活力にあふれ意欲的に活動する。

それゆえ，身に付いていた規則正しい生活習慣が乱れることがある。さらに，そこから心の健康を害し，

健康を損なうことも見られる。気力と活力に満ちあふれた生活を過ごすためにも，身に付いていた規則

正しい生活習慣を維持させることが重要である。そして，心身の調和のとれた生活ができることが基盤

となり道徳性が養われていくであろう。

この段階の子どもたちは，身近な集団とのかかわりからさらに大きな集団とのかかわりへと広がる。

児童会や生徒会による自治的な活動が盛んになったり，学校行事を子どもたちが企画し，準備から運営

まで行う機会があったりして，学校集団とのかかわりの中で生活している実感が深まる。また，総合的

な学習の時間で地域の方々とふれあいながら学習を進めることで，地域社会とのかかわりの中で生活し

ている実感も深まる。このように生活の実感を通して子どもたちは相手の立場を思いやりながら，自分

の役割と責任を自覚して，自分の仕事を成し遂げる経験を積み重ねていく。そして，自分が集団に対し

て貢献している喜びを得，自らの充実感として体得していく。しかし，忘れてはならないのは，多くの

人の協力に支えられて成し遂げることができたことを忘れてはならない。したがって，そのような他者

の思いやりに互いに触れていることに気づかせるよう指導する必要がある。多くの人の善意や支えに気

づくことで，子どもたちは感謝の念を抱き，そこから主体的な奉仕の心へ発展していくと考える。それ

が社会力のみなもとになっている心情として大切なものと考えるO

2 今年度の取り組み

平成20年の学習指導要領の改訂では，教育活動全体を通じて行なわれる道徳教育を補充・深化・統合

する要としての道徳の時間について明確にされたとともに，各教育活動の中で行なわれている道徳教育

と内容項目との関連も明確にしていく必要性が示された。今年度は「社会力」を育てるための研究領域

の関連性を考え，次の三つの取り組みを行なった。

①指導重点目標の見直し

来年度から社会力の育成に関わる実践・検証を目指し，道徳の授業だけでなく「保育・生活・総合」

や「特別活動」の活動でも「思いやりの心」に視点、をあてるために，それらの活動に対して道徳の指導

重点目標を設定しようと考えた。そのため昨年度作成した重点目標をもう一度見直す必要がでてきた。

昨年度，初等部前期は「健康や安全に気をつけ，規則正しい生活習』慣を身につけることjに重点、をお

いた。昨年度の取り組みにおいて述べたように「思いやりの心Jを育てるために，基本的な生活習慣は

すべてのブロックの土台であり，健康や安全に気をつけていくことで安心して集団生活を送ることがで

きることもとても大切なことである。そこで基本的な生活習慣や健康・安全に過ごすことは「思いやり

の心」を育成するための前段階であり，全ての学校閤活動においての土台となるものであると考えた。

相手のことを思いやるためには，自分のことがきちんとできないと相手に気を配れないし，健康・安全

に生活できているからこそ，他を思いやることができるからである。そのため，初等部前期の重点目標

を見寵す必要があると考えた。各ブロックのつながりを意識し，初等部前期だけでなく，初等部後期・

中等部ブロックにおいても，もう…度自標の見直しを図った。

そして，教育研究ブロックごとに目標を「自分を思いやる」「仲間を思いやる」「社会を思いやるJの

三つに分けて考えた。更に各ブロックの中でも重点目標を初等部前期では「自分を思いやる」に，初等

部後期は「仲間を思いやる」に，中等部では「社会を思いやる」とし，成長するにしたがってより広い

範囲で人とつながるための「思いやりの心」の育成を重要視した。このようにして作り直したものが203

ページにある図2であるO

②道徳的視点から幼稚園の年間指導計画の作成

幼稚園において「道徳」の授業はない。それは，日々の生活が基本的な生活習J慣を身につける場であ
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る：＿普段から幼稚園の遊びゃ生活の中に，意図的，計画的に道徳性の芽生えが培える場面をとらえ指導

を付っているo しかし， 11年間をとおした道徳教育のあり方を検討する中で，幼稚園の様々な活動を

「思いやりの心」を育むという視点から見つめ直そうと考え，「思いやりの心」を育てることができる各
活動に指導重点、目標を設定した。

幼稚園における道徳間点からの年間指導計画を作成するにあたり， 11年聞を統ーした指導計画を作

成したいという宇図かり，まず、道徳的価値項目についてどのように設定すべきか考えたo そこで，幼稚

園の教育要領に不されている領域である「健康」「人間関係J「環境」「言葉」「表現」に着目し，これ戸

を道徳的価値として考えた？人とのかかわりに関する領域で、ある「人間関係」のねらいの一つに「身五

な人と親しみ，かかわりを深め，愛情や信頼感をもっ」があるo これは小学校低学年の道徳的価値であ

る，「 2一（2）温かい心，親切」や「2一（3）友情，助け合い」とつながるものであるo このように考え

道徳的視点から幼稚園の年間指導計画の作成を行なった（図 3)o初めて作成するものなので，来年E
実施・検証する中で検討・修正をする必要があると考える。

③各ブロックの年間指導計画について

11年間を見通し，「保育・生活・総合J「特別活動」の活動と道徳の授業を重点目標という視点でつな

ぎ合わせるため，各学年の年間指導計画を作成し直したo また， 11年間を通して基本的生活習慣の定着

を目指し，附属学校園の生徒支援部で行なわれている「マナーアップ」にも関連するように配慮した。

「マナーアップ」はあいさつ・通学・聴き方・話し方・そうじについて焦点をあてて取り組む活動で、あ

るo そして，「思いやりの心」を育むための授業に道徳の重点目標を設定したo もちろん「思いやりの

心」以外にも育てたい心情があるのですべての道徳の授業に重点目標をあてはめてはいないo 各ブロッ

クの最高学年の年間指導計画の一部を紹介する（図的。

今年度はこの三つの取り組みを行なった。人とつながり，よりよい社会を築いていくためには，仙の

人や集団・社会に対して「思いやりの心」をもってかかわることが大切であると考える。人と触れL
九接するときの大切な心情面の一つが「思いやりの心」だからであるo もちろん，根本におい七日

刀も他の人も，と、もにかけがえのない人間であるということをしっかりと自覚できるようにすることも

大切であるo 各ブロックの最高学年を終えたとき，各ブロックで目指す「思いやりの心」が育まれ，思

いやりをもって行動することがで、きる子ど、もの姿を想像し，来年度，実施・検証していきたい。

3 今年度見えてきたこと・来年度への展望

重点目標の見直しゃ他領域との関連，年間指導計画の作成をする中で，「思いやりの心」喜子育てるた

めには道徳の授業だけでなく，様々な活動を通して体験することが必要となることが見えてきfこ「聞

いやりの心」を育てるためには，助け合いながら何かを達成していくような機会や，互いに支えAぅ経
験を積み重ねていくことが大切であり，そのようなことを積み重ねることによって，他者の思いやりに

触れ，それを素直に受け止めたとき，自分が現在あるのは多くの人々によって支えられてきたからであ

ることを自覚するようになる。つまり，他領域の活動で感じたことを道徳の授業で、追体験・再体験した

り，道徳を通して考えたこと・感じていたことを各活動時に再び、感じ取ったりすることで深化・補充・

統合が行なわれ，「思いやりの心」が育まれる。

また，道徳は「思いやりの心」の育成だけでなく，その他の道徳的心情を育てるためにも，すべての

教育課程の要になるということも見えてきた。「思いやりの心」だけでなく，その他の心情も同様に体

験などによって裏打ちされて蹄に落ちていく。

そして，基本的な生活習慣の育成がどの活動・学年においても根底にあり，心情を育てる以前に大切
なものであることもわかった。

思いやりをもって人と接し，人とつながり，よりよい社会を築いていく子どもたちの姿．すなわち

よりよい心情をともなって社会力を発揮する子ど、もたちの姿を想像して，来年度は今回作成した年間指

導計画をもとに道徳の授業を実施し，「道徳」と「保育・生活・総合」，「特別活動」との深化・補充・

統合について検証をしていきたい。
（文責安野 洋）
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j也J;gVtと広暮らし

団のなかで成長する存在であるととらえている。

しかし本学校園には地区に基づく校区設定がないた

として広がる。地域との関わりが難しいという実態があるo このことは・車ら 1の基盤となる地域にお

：：ろ？？と「：川両~：~~；ム；：：：：：：：：；rEI~fJJ！）こと民
：：：：てごt::~\ ~T ~ ・: ；＇：~~；，伝性問られるG 「社会ブ7」を「
的に

している

り，

祉重量力者を背位。特別講重力

して道官恵的心構とのかかわり

の取り

人間は社会的ii存在で、応りし土，

直面五］

課題と言ってもいいことだろう。

二万で，発手段階をヲえでも地域の一員としての役割を見つりていくことも大切だが9 それとともに

子校で、経験を績んでいヘことも大切であろう o もちろんヲ学校と地域とではヲ構成人員や質には

あるo しかし，どちらの活動も自発的。自治的であるべきことに変わりはないし9

関わり方が地域り社会へと広がることを願っているo また 所属する開糾？のよう柑位のものであ

っぅι相手や仲間？思十やりヲ集団の一員としての役害賠果たしていくこ一大切で、あるo

この学びを字校教育ど仁Pで中心となって支えているのが，特別活動でネる わたしたちはこの特別活

？：；；、て」；こ、ちゃ械という集団で培われた望ましい人間関係五三校L繰り返し行われる活動へ

ヲザ f げら学年ヲそしてそれぞれの所属す叩問。峠校。中押で、十分に高め合いなが与

附属学校圏全体ヘ広げていける子どもたちの自発的＠自治的な姿をめざしj~＇.：~：：。そして 3 昨間の手
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4 °e＂ブロックの最高学年の年間指導計画（一部〉

初等部前期（小学2年）

（幌学校留殺0 J;irしい（｜寺代を切りj石き’社会に貢献しようと昔一る子ども ｜〈コ臼分で考え2 半lj目；「（し，行動オる子ども
。豊かな感性を青み，創造！fjlこ探究L*ft ける子ども ｜（コ，C,、と体をきたえ，ねばり強くやりぬく子ども
O人とのかかわりを大切にし？ともに伸びていく子ども ｜（〉互いに励まし合い，助け合う子ども

道徳~点目標
A 臼分に自信をもち，素直に伸び伸びと生活しようとするO

B身近な人に親しみをもち， ，（，；l良く助け合おうとする。

む約点やさまりをて干うたり，みんなが使うものを大切にしたりしようとする。

子事 ｜ 主題名

附語学校肢を l口集会i

月

となること

？？特別活動て、育成する資質や能力についてヲ次に示す『8つの力』を定義し

5：まさまな活動を通して これらのカを計画的につりヲのばしていくことを考えてァき
11年間で取り組む

I !_-:i:s；力 活動内容，子！闘について見通しをもち企画内情7'Ji-Cti ,'5 -
I 年践力 計回に沿って活動し，成し遂げることがで~ ·,~',:- -'- =o  

I 創造力 自分なりの考えをもち？新し（，＼ものをつイふふることができる0

I 萱佳力 自分の仕事を・1':lV)とげることができるハ

l受容ブ3 ・友だちの考えのよさに気づき勺認める己／－ iis-rさえ

日！＿旦ぞ－ 1sZtごちと一緒日勤することに喜び正己Lできるc

し｝

。）ア
〆；；：，

I G勺

めざすこととした。びを通して次のような
自然を壊してはならな

きょう士を愛する心

し
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ち」である，

とをつなぎ臼
U
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気持ちのよいあいさつ

してきたことと

そのために，ぷての 3つの具立り

より

また，

としてまとめた手、の

7こ。

ってき
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初等部後期（小学 5年）

プール開き




